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本編 
2025/3/2 
2nd Mar. 25 

(Japanese expression ver.) 

「粗っぽい見方ですが…」 
(English expression ver.) 

“It`s a rough sketch view. But…” 
 

 

 
(Japanese expression ver.) 
「粗っぽい見方ですが…」 
 
「粗っぽい見方だが、通貨安が進む国は国力が落ちている国だ。いろんな経済理論や通貨
理論が様々な角度から説明しているが、全部面倒臭いので近似値で使えそうなもの一本に
絞った。 
それで、何に一番近いかと言えば国民のバイタリティが落ち込んでいるのと通貨安が連動
している様に思われる。簡単に言うと国民に元気がない国の通貨が下落している。 
少子化が昨今取りざたされているが、それは結果に過ぎない気がする。むしろ国民に元気
がないから少子化が進んでしまっているんじゃないか？ 
金をバラまきゃいくらか少子化スピードは落とせるだろうが、それだけでは真の解決には
なるまい。何と言っても男女がこころを許し合っていないし、家族仲も隙間風が吹いてい
る。人を信頼していないからだ。コミュニケーションの取り方が分らなくなっているとも
言える。先進国程。 
コミュニケーションの取り方が分らなくなっている、で思い当たったが、インタネットの



普及が進めば進むほどバイタリティが低下している様な気がする。 
現実世界でコミュニケーションの取り方が分らなくなればなるほど仮想世界のインターネ
ットの中に逃げ込み、逃げ込めば逃げ込むほど、叉、現実世界でのコミュニケーションの
取り方が更に分からなくなる。結果孤立して、バイタリティがドンドン下がっている様な
…。 
インタネット内では、現実世界で達し得ない主人公気分に一時なりとも、なり得るが、調
子に乗り過ぎると「内省」「自省」「自分の側にもひょっとして非（否）があるのではない
か？」という疑問が何処にもなくなってしまい、悪いのはみんなお前。俺はパーペキ正し
い、勧善懲悪、正義の味方になってしまう。他者を叩くばかりで、庇ったり思いやったり
する気持ちがいつの間にか無くなってしまっている様な。 
提供されたものに乗るか乗らないの選択行為だけで止まってしまい、他の案があることな
ど思いもよらない。それでは鼻から自分で考えてみる成長のチャンスを失っている様な…。
面倒くさい遠回りは退けられて、お手軽簡単便利、ラクチン、ラクチン、ホイのホイのホ
イが、逆に思考能力を知らぬ間にドンドン退化させている様な。 
ま、我が国国民は逆に「正当な自己肯定感」が少なすぎて、それはそれで問題ではあるん
だが。 
最近は変な解釈に基づいて「歪んだ自己肯定感」（「自分らしく」と「俺の自己都合最優先、
しろよお前」のはき違え等）ばかり先走っている帰来がないでもない。 
それに、仮に、人口が減っても減った人口一人一人にバイタリティがあればそれ程の落ち
込みにならない。逆に言えばいくら人口が多くても一人一人にバイタリティがなければ、
言い方は悪いが烏合の衆でしかない。 
ま、バイタリティそがせて、骨抜きボーンレスにしておいた方が、食う側にすれば、食い
物にするのに何かと手間が省けて、重宝ではあるそうなんだが… 
基。余談が過ぎた。話を元に戻そう… 
処が一方で、そうした奇妙なアンバランスを抱えたインターネットの弊害で逆に金儲け素
材にも使っている国の通貨が逆に切り上がっている様に見えるケースもある。 
しかし是は一種の消去法で、他にお金の行き場がないから退避的に消極的選択で其処に流
れ込んでいるだけのことでしかない様な気もする。 
もしそれが本当なら経済実態との乖離が臨界点を超えた時、一挙に崩壊することになる。 
そのダメージは人類全体にとって計り知れないものになるだろう。 
全体重がそこに寄り掛かっているのに、突如つっかえ棒が外されたようなもんだから、寄
りかかっていた方も寄りかかられていた方も、そのズッコケ方は半端ないはずだ。 
こうした時によく始まるのが責任のなすり合いだ。しかしそんな事で真犯人を見つけても
意味がない。 
だったらそれらをすべて予見して、自立しているに越した事はない。 
大災害が十重二十重に重なって来た時に、幾らお上のせいにしても助からないのと一緒だ。



最早お上にもそこ迄の力はない。だとすれば、お上なんかを当てにせず自立自営策を日頃
から練っていた方が、余程マシだというもんだろう」 
「それで金もないのに借金までして、畑と太陽光発電に心血注いでいる訳？」 
「人間というか、生き物は、最後は水と食い物だ。それと最近の死者数は寒さによるもの
より暑さによるものの方が圧倒的に多いらしいから、暑さ対策も欠かせまい。 
最近商売していてよく出会うのが、幾ら金を出しても物が手に入らない事態の頻発だ。お
金は物が潤沢にある時には役に立つが無くなればただの紙切れと金属片でしかなくなる。 
こうなれば最早、金の有る無し、借金か否かなど大した話ではなくなる。兎に角先手を打
つ事だ」 
「ふぅ～ん。アタイもこの星くんだりまで来て、畑仕事に井戸水汲みなんかの「土方手伝
い」しろってかい？」 
「PC とスマホ見なくて済むから、視界、拡がって、気分良くネ？」 
「そう言う言い方があるんだァ…あんたって、煙巻き（けむまき）の天才ね。お前さんの
ご先祖様って、忍法煙屯（えんとん）之術免許皆伝の、甲賀忍者かなんかなの？」 
「煙巻きのレベルは俺なんかより、連中の方が遥かに手が込んでいて、ずっと上だ。 
言うなら連中に言え」 
 
 
(English expression ver.) 
“It`s a rough sketch view. But…”  
 
“It`s a rough sketch view, but rate down of currency, country is power down of nation 
country. Even though so many theories of economy, currency explain, but all for me is 
troublesome, so that I summarized only one which can be looked like as a nearly equal one. 
From it, what`s the nearly equal one? It looks like been linked between mind power down of 
national people and currency rate down of the nation. 
Recently it looks like taking reduced newly born quantity issue as a important theme of 
nation power down, according to my observation, I suppose it looks like mere one of final 
result.  
Rather, reducing of newly born quantity, original cause might be that national people mind 
down first, so that it causes reducing of newly born quantity as a result. 
Even if spreading out of money will get speed down of reduced newly born quantity, but no 
can reach to true resolution. Anyway, top of the best way for resolution is to open their mind 
to each other between man and woman couples, family members to each other. Why that 
happened so? Because human no believe in others, no confidence, no trust, to each other 
doubt. Or might say getting lost communicating way. Especially inside proceeding countries. 



From above matter which “getting lost communicating way” cases my inspiration, expanding 
influence of internet is getting up, up, up, vasa versa, human mind power is getting down, 
down, down, looks like.  
In real world, getting as no understandable as deeply, human rushing into virtual space for 
avoiding from in real world, contact with and as rushing into virtual space as deeply, more 
and more getting lost the communication way with real world. As a result, getting lonely, 
from it, getting mind down, down, down.   
In the internet space, what they never can get occupied in the real world, they can get there 
easily in their minds like a hero or a heroine even once. But at the time of overrunning 
satisfaction getting surrounded, without notice, unconsciously checking own objective 
function, doubting own function also will get lost. 
Wrong is all of your side. Just I`m perfectly right. ♬Wrong gets punished, right gets 
recommended.♬ ”I`m super hero (heroine)!!” Only bashing others, no covering, no 
concerning others. 
Stopping until at the offered selection items, no going forward for own thinking, vasa versa, 
stopping to think by own organ brain using. It`s almost the same as from the first getting 
lost of growing up chance, getting lost, looks like. taking a easy going way, rather, causes 
organ brain ability for thinking more stepping back.  
But on the other hand, while holding thus unmatched tendency for improving human beings 
in internet inside, despite of so much using internet system, there is a nation whose 
currency rate is getting up, looking like a country there.  
But it`s one of negative choice, escaping, in other words, except it, no other way to go. So 
that money flowing into there, looks like. 
If it above my perspective is correct, after flow over limit point of economy , will happen 
strong punch level crisis for human world. 
When all body weight leaning to the stick, if the stick will get removed, or depending on side 
or depended side both will get crushed. Result is so serious, might be. 
At this situation easily, generally happening event is toss and pass the responsibility to each 
other. But which side is final winner asking, it`s very dumbo one. 
If it`s so, prep. stand by pre-setting is required, is correct. 
At the time of disasters, wave after wave attacking, requiring to gov. several supports is 
perfectly waste. Because gov. also no have power to support people. Standing alone by own 
power is correct, for it, prep by own is common normal.” 
“From it, despite of money poor, additionally debts addon and on, you prep!!” 
“Human beings, other creature all, at the final, water, meals. And cool down way must be 
because recently victims quantity is higher from hi heat over rather than by frozen down. 



Recently at the time of business scene, so many times to meet is even if pay so much money, 
never can get food materials for restaurant operating. Already no there food materials. 
In the case of things enough on market, money is strong weapon, but no there food 
materials, water, money is merely papers and metal tips. No useful things.  
To got turned to be thus, simply money few or much, it`s debt or not, all is the same as 
same. Under this situation, ♬For getting win is earlier more than enemy, the punch!!♬is”   
“Hmmm. After it had taken so far long time, coming to this planet, at here professional job 
is digging farm up, pumping under the ground water up, physical labor worker`s one, An?” 
“From it, it no need watching at screen of pc, mobile phone, so that it`s healthy for your 
eyes, isn`t it?” 
“Wow, great camouflage skill!! Are you Japanese Ninja?” 
“Ninja skill, those guys are far more higher rather than me. Say a sarcasm to them!!” 
 
  



2025/3/5 
5th Mar. 25 

(Japanese expression ver.) 

「鎖国にまつわるお話」 
(English expression ver.) 

“A story of to close entrance, to reject outside, 
around it something, the story.” 

 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「鎖国にまつわるお話」 
 
「死んだ親父の話では、戦時中、敵製語だという事で英語は御法度だったらしい。それで
野球なんかの「セーフ」とか「アウト」は「よし」「ダメ」みたいになったんだって」 
「なんかガキンチョみたいね。ちょっと大人げなくなぁい？」 
「それで海外から増々孤立したらしいんだが、敵国は逆に我が国を徹底的に研究したんだ
って。その時すでに、戦争終結後の敗戦国統治の手法に迄手筈が整っていたと言っていた
よ。ところが、「カミカゼ特攻隊」みたいなものがまたぞろ出て来ちゃ大変だからと、戦
意委縮の為に我が国国民に戦争に対する罪悪感を植え付けた迄はよかったが、それ迄の敵
国扱いから同盟国位置づけにかわり、我が国を敵対勢力抑止帯として使いたくなった今、
戦後統治政策の要として打ち込んだ「戦争への罪悪感」が効きすぎていて、我が国国民が
猛反対し、今度は逆に再軍備して抑止帯化できないジレンマに陥っているとか」 
「でも、お前さん、何でそんな話を急に始めたの？」 
「その元敵国が今度は逆に「公用語は英語のみ」って言いだしたって言う話を聞いたから、
ふと思い出しちゃったのよ。なんかそれって「鎖国」っぽくなぁい？って。鎖国と言えば
我が国の江戸時代に鎖国があって、その間 300 年泰平の世が続いたって言う本家本元があ
るんだけどね。 



ひょっとしたら世界各国の王様願望保持者は此の江戸時代の「鎖国」を参考にしたりして
んじゃないかな？確かに泰平の世は続いて統治はしやすかったんだろうが、負の側面もあ
って、余りに泰平だったもんだから、変化に対する免疫性が無くなっちゃったのよね。そ
れで明治になって開国してから大変だったみたいよ。我が国は。 
それを考えると幾ら泰平で安心安全だからって、お上も民も安易な「囲い込み慣れ」はい
けないような気がするのヨ。やっぱり多少弾は飛び込んで来るけど、風通しのいい、窓開
けオープンじゃないと。 
純粋化って、ともすると、実験室内でしか成り立たない無菌培養と同じ。 
いつかその特殊条件が何処でも全て成り立つ一般条件みたいに思い込みやすいし。 
だって、何処に行っても異論を唱える者が居なくて話がスムースに進む一種の金太郎飴現
象でもあるから、ラクチンはラクチンなんだけど、いざことが起るとどうしようもなくな
るのよ。出来レースでも暗黙の了解もない外からの荒波が未経験の身に遠慮会釈なく押し
寄せてきたりすると。 
余談になるが元々我が国国民は囲いの中でしか生きられないのかもしれないな。鎖国に護
送船団方式に寄らば大樹の陰、留学は殆ど鼻からパスな昨今の風潮をスルーして見れば。 
基。 
話を元に戻して、囲い込みって商売でも収益の安定源にはなるんだけど、いずれ淀んで、
此の安定を失うまいとする既得権最優先気質が生れて、ある日突然、周りの囲いが外され
て、手加減されない荒波が押し寄せて来たりすると、もう手の打ちようがないのよね。温
室育ち過ぎ、過去の栄光に縛られ過ぎてて、思考回路がそこで生き抜く事にばかり向くよ
うになっているから、計算できない荒波が突如、遠慮なくやって来ると、もうお手上げ、
為すすべもなし、な訳ヨ。フム。 
一見効率は悪そうに見えるし、安定に欠けるようでも、やっぱり外の空気や荒波に日頃か
ら慣れる事が出来るオープン化じゃないといけない様な気もするのヨ。窓を開けて常日頃
から換気をしていないと、内側の空気淀むし、免疫や変化対応能力衰えちゃうし。 
気付いた時にはもう手遅れな「茹でガエル」状態になり易いって言う事。 
あと江戸時代と、戦時中と、今とでは、グローバル化のレベルが違い過ぎるから、幾ら昔、
泰平の世が 300 年続いたからって、それが今の世の中に直ぐ当てはまる訳でもないし…ま、
一種の時代錯誤のような気がするんだけどね。己が願望最優先し過ぎて欲で目が曇っちゃ
っているというか。 
でも、周りの茶坊主や太鼓持ちは「流石、殿」ってほめそやすもんだから「ブタもおだて
りゃ木に登る」して、今度は降りるに降りれなくなっちゃうのよね。引っ込みがつかなく
なる訳。振り上げたこぶしの持って行き場がないというか、カッコがつかないというか。 
世の中って、今日の話の前段部分からすると、表で言われているのとは全く別の裏思惑で
動いていたり、気の利いた先読みをしたようで思いがけない事態の発生に足を掬われたり
している。 



或いは今日の話の後段部分からすると、幾ら世界のリーダーと言えども「メンツ命」なん
かの如何にもありふれた感情で最終的な判断をしてしまっているのがオチというか… 
要するに陰でいろいろやっていて、その動機や決断ポイントはあんまり大したものじゃな
いって言うか…」 
「お前さん、元々つけるカッコ、なくてよかったね。オマケにメンツは潰れっぱなしで無
きにも等しいし、振るう権力もまるでない、ペーペー存在だし」 
「ウ、ウ、ウ～！！」 
 
 
(English expression ver.) 
“A story of to close entrance, to reject outside, around it something, the story.” 
 
“According to what my lost dad said, that is, under world war Ⅱ, our gov. at the time, even 
though English is enemy`s language, at the baseball competition, forced to stop using in 
English “ safe”, “out”, instead of it, commanding to use in Japanese language, the same 
meanings, “Yoshi(=ヨシ, safe)”, “ Da- meh(ダメ, out), my lost dad said.  
“Oh, it`s little bit kiddish, looks like no behavior of adult, don`t you think so?” 
“From above like thus, Japan had gotten turned to be alone far and far more from abroad, be 
sounded like, but on opposite, enemy nation side taking opposite attitude, perfectly 
researching up about our country people original mind custom.   
At the time, already had gotten set it up, even until after the war, governance way of 
defeated nation, dad said. 
But tentative if like a ”KAMIKAZE” will come out, it`s a very problem, so that the elite of at 
the time in Big country set to plant sin for war to our country people, until there good choice, 
but current now, due to their taking good choice is overrunning, after over the war the 
position of our country for big country has gotten changed from enemy to friendly nations 
circle in current now, above good choice at the time, rather, vasa versa, it gets turned to be 
disturbing one for remilitarizing against different system nations. He had said.” 
“But hey you, Darling, why you suddenly started such story here?” 
“In this time, the former enemy nation began to announce “official language is English only”, 
I got heard of, so that I remembered. So that is it similar with like a our country original 
“Sakoku (鎖国（さこく）, in English: to close nation entrance door for abroad) “ or not?  
Will explain about “Sakoku” (鎖国（さこく）=to close nation entrance for abroad), which 
in our country “Edo” era(about 300years ago past), had been and had kept peaceful living 
life and market in domestic. 
Perhaps maybe, all over the world king`s seat hunters might reference in our country past 



era “Edo”, “Sakoku” system, aiming for or not? 
Sure that “Sakoku” system, and had done it, the era, for governance was well, however, had a 
minus side too. Even though too much peaceful, too much calm, gov. of at the time during 
unknown had got lost tension for big wave suddenly attacking. So that got beaten down from 
abroad, from it, had gotten turned to be so hard, so confused, looked like. 
In the case of observing above matter with a view of bird`s eye, it might be bad of easily 
making friend circle circumstance and easily surrounding them inside fence of friend circle 
like a. Oppositely, even if sometimes bullets flying into, should have to open the window for 
getting fresh air. 
Tendency of pure might be the same as to force multiplying under a one of virus, bacteria, 
germs zero condition, experiment room condition. Such condition never be under real world 
condition. So that it might be a virtual or mirage. 
But during several unknown, “extra” condition will likely to get turn to be counted “general”. 
Because anywhere around only “yes-men” staying, it`s easy going and going, bit suddenly 
happen no going easy events, no way to do, maybe perhaps. For example, tentative, getting 
attacked by non consensus one, attacked by non harmonized ending one, attacked by non 
experienced one. their only left way is getting in panic.  
It`s a side story, being added on, in our country people might can live only under condition 
of being surrounded by fence, for example, “Sakoku”, “the way of abroad business which 
getting guarded by defensive battle ship from gov.” “all depending on big scale”, “rejecting 
going abroad for studying”, thus tendency so many happen through our history. 
Ax, sorry, will return to main road. 
On business also surrounding customers can be source of easily stabilized earnings, but 
Sooner or later it get turned to be that inside flow slow moving, be staring already getting 
tasty rights keeping, for no get lost, grabbing the circle. So that someday suddenly falling 
into no fence situation, they have no way to do because until that, no training, no imagining, 
no being scheduled. 
Glancing at outlooks, which looked like low performance or no stabilized for directly getting 
earnings, but vasa versa, to open the window, to invite fresh air from outside, to be familiar 
with risks, it might be better choice for avoiding from getting in panic, I suppose. 
And “Edo” era vs. era of world warⅡ vs. current now, each era, globalization level is quite 
different. So that 300 years ago “Edo” era good condition, which unless just reviving onto 
current now society. It looks like old fashioned mismatching concept, I suppose. “My 
position too much first” invites covering own view with desire, looks like. 
But around boss, as the group of ass kissers praising up with the hands flapping “Oh, great!! 
Boss Sir!!”, the boss has done a ♬even pig, in the case of being hands flapped, the pig 



rushing up, climbing up to top of the tree♬, but after reaching to the tree top, noticing no 
way to do next, despite of it, as he can`t leak own dumbo behavior, can`t leak own upset, he 
no longer has to take a behavior of calmness, has to keep a stylish mode.   
Human society, according to first part of today`s my story, or perfectly different from 
outlooks surface, on opposite due to behind under hidden reason, society gets controlled, or 
looks like by smart thoughts well forecast, but suddenly unknown, unexpected events 
happen, gets crushed down. 
Or according to second part of today`s my story, even if the one is top leader of all over the 
world, out of our imagination, by commodity mind makes a final judge, looks like. 
On summarized, behind secretly, use several tricks, to make a decision with kiddy mind, 
might be, might be.” 
“Hey you, Darling, it`s very lucky because you have trick using skill zero, and originally kid 
itself, you!!” 
“Oops, Oops, Oops, OMG!!”  
 
  



2025/3/6 
6th Mar. 25 

(Japanese expression ver.) 

「その時のベストでいい！？」 
(English expression ver.) 

“It`s enough, ok, to get the best score of the time!?” 

 
(Japanese expression ver.) 
「その時のベストでいい！？」 
 
「会社員時代、同僚から「お前決起大会でないのか？」って訊かれた時、「決起するつも
りないから、出ない」って言ったら呆れられた事があった」 
「ひょえ～！！い、い、幾ら冗談でも、そ、そ、そんな本音を、あ、あ、あからさまに言
って大丈夫だったの？」 
「後ろで女の子が笑ってたから、新手の冗談として流れたんじゃないの？多分。 
それにしても、もう堪忍してほしいよな、此の手の毎期繰り返されるスケジュール行事。 
「目標必達」「火の玉一丸」とかも。「食欲必達」「金●一丸」なら分かるけど… 
基。失礼。 
「目標に向かって必死に届こうとする姿は美しい」なんて言うのは嘘っぱちで、ムリに目
標に届こうとするから、中身はスカスカ、高下駄履きっぱなし、背伸び目いっぱいで筋肉
痛もいいとこ。水増し度アップで実に嘘が入り易く、体勢が不自然だから、ちょっとの横
揺れでガタガタにもなる。 
第一「目標前年同期比 20％アップ」なんて初めから言われたら、もうその数字観ただけで、



「未達差額分、全部俺達に丸投げかよ」って鼻からやる気なくなる原因にもなる。最低採
れるはずの数字さえ取れなくなる。みすみす見過ごす事になる。鼻からやる気ないんだか
ら成果０だろ。 
だったら、そんな逆算から導き出した出来合いの「あるべき姿」なんて言う妙なゴールモ
ドキを建てずに、むしろ未達を想起させない、減点法じゃない加点法の「その時のベス
ト・スコアを取れ」といった方が長い目で見た最終結果は遥かにイイと思うけどね。 
遣る方にとっても「その時のベスト」となれば実感や参画意識も湧くだろうし、手の届き
よう、工夫の仕様もある。 
指示を出す方も「その時のベスト」であれば、お客さんに嘘をついて迄無理矢理売り押し
込まなくても済むし、全体の業績としても実力の継続だから、取りこぼしが少なくて済む。
結果真水の売上実力が蓄積される。 
数量を追いかけるのをいきなりやめる前に、数字を水増しから真水にすることが順序とし
てスムースに移行できるステップかもしれない。 
第一そうなれば「目標必達」「火の玉一丸」、その実♬枯れ木も山の賑わい♬決起大会」な
んて必要なくなるかもしれない」 
「そう言えばお前さんも結構、見事な禿げ頭なんだねぇ。枯れ木すらないくらい」 
「ウ、ウ、ウ～！！」 
「♬見掛け、見せ掛け、先送り♬♬これぞ世の常、人の常♬の世の中で、実態に即してい
ていいでないかい？お前さんの禿頭。中身そのまんまで」 
「ウ、ウ、ウ～」 
 
 
(English expression ver.) 
“It`s enough, ok, to get the best score of the time!?” 
 
“At the term of company staff, from my colleague I got asked “you will join in “Must reach 
the sales target” ceremony or not?” I replied “No will join in. me no have will of “must reach 
the target”!! After it, he questioned???” 
“Wow, wow, wow!! Even if it was joke, too much strong punch!! You were safe or not?”  
“Behind was staying girl staff, laughing, so that might be ok, probably, I suppose.” 
Anyway, too much enough, wish to stop this scheduled calendar ceremony in every terms. 
Slogan always the same, “must reach to sales amount budget” “make one fire ball!! 
Instead of it “must reach to be stuffed”, “make one co●k fire ball”, me can understand. 
Sorry, return to main!! 
“Facing to target goal, trying to reach target goal, rushing into target goal, the behavior is 
beautiful” is dummy and faky. Due to over limit trial, it causes actual contents not enough, 



due to wearing hi heel, against from side, the power so weak to keep original position that 
easily gets balance lost. 
First, “this term, sales amount target is vs. previous year the same term, 20%up” from the 
first gets announced as a command, only hearing of 20%, will get “will” lost because 
between target/actual difference, all throw on us!! hearers will count it, from the first will 
take give up mode. So that from the first actual success result is 0. 
If it`s so, that without forcing “goal target of must reach to”, bater, “do your best as possible 
as you can at the time” which is no forcing imagination of target, no minus counting, but 
additional counting type, it might be, rather, better as a final result. 
Or on sales staff side, if it gets turned to be “do your best as possible as you can at the time”, 
they can be treating it easily as their identified target. 
Or on the directors side also, if it`s “do your best as possible as you can at the time”, they no 
need pushing sales to customers and can loss minimize and can get actual harvest series. 
Before suddenly stopping of tracking after quantity, amounts, like a changing into top-gear 
position, saving it, waterish level down, is a better stepping, might be. 
First, if it can get it turned to be so, “must reach to sales amount budget” “make one fire 
ball!!, in actual, like a ♬at the bald head mountain top, even dried bush is one of decoration
♬ceremony might can be disappeared.” 
“By the way, you have great bald head also. even no there dried bush level, the perfect!!” 
“Oops, Oops, Oops~!!” 
“♬Outlooks, dummy faky, pass it trough♬is common normal, under this society, your bald 
head is just honestly appealing your actual contents in your mind or not!?”  
“Oops, Oops, OMG!!” 
 
  



2025/3/8 
8th Mar. 25 

(Japanese expression ver.) 

「疲れたろ？肩でも、揉んでやろうか？」 
(English expression ver.) 

“Shall I help(or “aid”) you? May I?” 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「疲れたろ？肩でも、揉んでやろうか？」 
 
「悪だくみをする奴ほど頭がイイという訳ではなかったようだ。 
多少語弊があるかもしれんが、黒い（悪い）奴ほど白い奴より人知れず人一倍努力をして
いるし、チャレンジもしている。不眠不休で働いているみたいだ。 
逆に白い世界の奴ほど、義務を果たさず、権利ばかりを主張している様だ。「俺様に棚ぼ
たが落ちて来ない」と文句を言っている様だ。 
其れに、人知れず努力している黒い世界の奴等がかみついているのが今の現象、隠された
元、欲求不満、認証不満の元だと言えるのかもしれない。 
この逆転現象を誰も説明できていないから、黒い世界の奴等が実力行使に出て来た、とい
う仮説が成り立つかもしれない。 
処が白い世界で本当に義務を果たし努力しているのに報われない人達もいる。その人達は、
義務を果たしているのに権利を主張するすべを知らない。其れで貧乏籤ばかりを引いてい
る。 
口だけが上手く全く義務を果たしていない、白い世界と黒い世界の強者（フィクサーやコ



ントローラー）ばかりが上前かすめ取って、本当に必要な弱い人たちの処に手が届いてい
ないし、目を向けられてすらいない。難たる不公平！！ 
我が国で言えば中小企業までは目が行くが、それ以下の零細企業にまでは目が行かない。
その零細企業から見れば中小企業とて、巨大大陸が如き大企業に見えるのに、その中小企
業が悲惨だと騒ぐ割にそれ以下の零細企業への目配りは一顧だになく、話題にすら上らな
いのと一緒だ。 
我が国では従業員 5 人以下の零細企業がほぼ 7割。中小を含めればほぼ 99.9%が大企業以
外なのに。中堅、中小だけじゃダメで、零細まで金が回らない限り、何時迄経っても国を
挙げての「景気回復」の実感など生れようはずもない。 
因みにウチは従業員 2名だ。謂わば「零細の最果て、寒風吹きすさぶ金のなさに凍え、泣
く子も黙る♬稚内、宗谷岬的存在♬」 
嘗ての「所得倍増計画」の頃には零細企業まで金が回ったから、国民は生活向上を実感し
得たんだろう。処が今は幾ら景気対策を打っても、此処まで金が回っていないからいつま
でたっても皆、ハッピー感を感じられないんじゃないのかな？ 
話は変わるが、ある国でmutual aidというのがあることを知った。 
日本語に訳すと「相互扶助」というらしい。しかし、なんか訳し方がぴんと来ない。相互
扶助なら to each other helping とかになってもよさそうなのに、何でmutual なんて出てく
るの？aid と help ってどう違うの？何でここでは aid なの？って言う疑問もわいてきた。 
それで自分なりに考えてみたんだが、mutual の元は mute、即ち「消音」だ。よく TVの
リモコンに「音消し」mute というファンクションがあるだろう？あれだ。詰まり「己の
主張をいったん保留して黙っている（音を消しておく）」という含意がある様な気がする。 
Mute own insisting=mutual だ。 
次に aidは a+id 詰まり a identity アイデンティティだ。ID カードの IDは identityの略だ
という事は知っているだろう？この時の IDは「自分の身分を証明するモノ」という意味
だが、此処での id は、自己同一性、言い換えれば「自分の事として」という含意があるの
だろう。 
To identify their unhappiness, unfortunates as own matter.  
是をスルーして繋げると「己が主張をいったん黙し、相手の不幸や不運を自分の事とする」
それを意訳して「相互扶助」と言っているのではなかろうかと… 
それでその国の一部の人達はお国や為政者の力に頼らず、自分たちの持ち物を差し出して、
ホームレス状態にいる人たちに無料で食べ物や着るものを提供しているそうだ。その総額
なんと 80 兆円だとか… 
その国や為政者が悪党だからと言ってその国の民全員もそうかと言えば、そうとは限らな
い様だ。 
だからその属性（肩書や階層、世代特性、性別等）を見て判断する前に一人一人を見定め
ていかないといけない気がするんだけどね。 



叩いている側の人間が何に腹を立てているのかの真意もちゃんと見極めないと。それぞれ
の都合や口にしている事と本心の差を見抜かないと。 
でないと何事も解決しないよ。 
一つ一つ一人一人、一件、一件、根に在るものが何なのかを確かめていかないと。 
手間暇はかかるが結局それが一番の近道の様な気がする。 
混乱と誤解をほどく為の。 
本当のことに触れないと何も解決しないよ」 
「おまえさん、疲れたろう。アタイがその頑固な疲れほぐしてやろうか？肩でも、揉んで
やろうか？」 
「じゃ、序と言っちゃぁなんだが、下半身のほぐしもお願いね」 
「其れもしてほしいの。お前さん！？」 
 
(English expression ver.) 
“Shall I help(or “aid”) you? May I?” 
 
“It`s not looks like that rather, just bad planning maker is more cleverly smart.  
Below speaking way holds misunderstanding might cause, it looks like rather, dark worker 
who might be no hired by white companies under day lights, they have done a or more 
efforts under unseen, or repeating challenges, through day and night working, no extra work 
limit than normal standard white worker. 
Vasa versa, normal standard white society habitants without have done a duty, despite of it, 
strongly insist of the rights. For example, “for me extra special rights, when will you give 
me?” shouting, booing. Against it, the dark world habitants who have done a efforts under 
unknown from outside, they are biting for to gets admitted, counted, complained, to white 
habitants is the cause of current storm now, might be, looks like. 
Due to anybody no can explain about this reversed phenomena, they dark world habitants 
have taken actual violent actions, we can say might be as a tentative guess. 
But, under white society, there are people who have done a duty, have done a honestly 
efforts, however, no getting any returns, thus people also there are. These popple have done 
a duty, despite of it, they don`t know how to insist of their original rights. From the left, 
thus people always have gotten loss only. On the other hand, on opposite side, the fixers or 
controllers who has hi skill of scamming, candy bon bon talking, but no have done a duty, 
thus guys have stolen these money poor people`s profits. Thus no helps, aids has reached to 
thus the weak just for whom need. Even notices pay to them. What a unfairness!! 
In our country case, notice can reach until to middle and small scale companies but can not 
reach until to tiny scale companies, the same case, looks like. 



Watching at them from tiny scale company, even if those be called middle and small scale 
companies looked like huge scale companies like a big continent. 
Concerning to above middle and small scale companies condition is very bad and tight, gov. 
and media loudly shouting, however, concerning to tiny scale companies whose scale is so 
smaller than them, no one even glancing at, even no topics there, as the same as mutual aid 
matter.   
In our country, being called “tiny scale companies “which are defined by condition of 
employee quantity 5 persons under is around 70%, including mid, middle, small scale 
companies, non big company total is 99.9%. big company is only 0.1%.  
Salary, wage base up is not enough until to mid, middle, small, but until to tiny is required. 
If it` not reached, all of people no can feel money enough for commodity life. 
According to true report, our tiny company employee quantity is only 2 persons!! 
In other words, Greenland level frozen condition on money matter.  
At the time of former “aiming for national people income to double amount plan”, due to 
until tiny company and the employee, money could reach to them, society could feel living 
life level up. but current now, money never can reach until to tiny ones. So that national 
people never can feel happy, might be, maybe.  
By the way, I heard of mutual aid in some country. 
Translating into Japanese language “（相互扶助=Sogo-Fujo)”, in the case of translation in 
English, it might be correct that “to each other helping”, but why “mutual aid” got used 
here? What`s the difference between “help” and “aid”? why use here the word “aid”, why? 
From above those questions happened, I have been guessing several, mutual(adj) origin is 
“mute”(verb), which is generally you can see on TV remote controller unit, “mute” function 
button. Therefore I guess it`s “Mute own insisting=mutual”. 
Next “aid” might be “a + id”=”a + identity”. Used on “ID card” ID. In this case be used “ID” 
means “proving own” but in the case of be used “id”, maybe, might be “I treat it as own self 
matter.”  
“To identify their unhappiness, unfortunates as own matter.” Tentative might be.  
And totally, thoroughly jointing, 
“To mute own insisting, and to identify their unhappiness, unfortunates as own matter.2 
Shortly is “mutual aid”, might be, I guess. I suppose. 
From thus above, a part of that big country people who no depend on their gov. their 
country, instead of it, they offer their own possessive foods or clothes as a free charge one 
from their poor money lives to more more poor people, I heard of. Their own total service 
money, what a surprised,￥80000 billions!! 
Even if politicians or business man are bad guys, unless all people of thus country are the 



same, like those guys. Looks like. 
So that, before judging from which belong to, for example, class, sex type, position, status, 
asset amounts, we have to check the personality each one by one politely, fairly without 
prejudice, I suppose. 
Bashing side guys, for what they have gotten angry? We should have to grab the difference 
between saying and their true voice!! 
If it`s not so, nothing will can be resolved!! No touch true voice, anything no can be 
resolved.” 
“Shall I touch and massage your hard solid shoulder muscle by so strong stress, fatigue!? 
“Then a, additionally, under half parts massage also, please!!” 
“Also it, you wish!! Hey my Darling!!” 
  



2025/3/9 
9th Mar. 25 

(Japanese expression ver.) 

「難問、難問、叉難問」 
(English expression ver.) 

“Difficult, difficult, OMG difficulty.” 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「難問、難問、叉難問」 
 
「昨日の話の続きだが、誤解しないで聞いてほしい。 
以下は賛意ではなく一種の検証手法だ。 
「相手が何にどのような価値を見出し、其処からすると何がどのように見えているのか、
特に民をどのように見えているのかを知るために、敢えて相手の目線になって、それを知
ろうとする」検証手法にすぎないんだから、途中でギャーギャー言わないでほしい。何も
俺がそれを支持していると短絡しないでほしい。 
是は昔、地元の自治会の防犯担当役員をやっていた時に警察から教わった手法だ。盗難を
防ぎたかったら自分が泥棒になった視点で自分の家を見ろってね。例えば垣根。中の人間
は外から見えにくいからイイと思っているが、泥棒から見ると垣根があると身の隠し場所
がいっぱいあってラッキーと真反対の効用になるらしいから…相手の視点に立った方が解
決策が早く見つかる場合が多いんだって。しかも思いもよらぬ意外な解決策が…」 
「又、予防線張ってんの？」 
「兎に角誤解を受けてイシツブテばかり投げられてきたが為に自ずと身に付いた習性とで



もいいましょうか、致し方ないでしょうヨ」 
「ハイハイ。で？その先、何なの？」 
「例えば例の起業家の心理だが、「俺たちは寝る間も惜しんで働いて今の富を築いた。一
方お前らは弱者である事をいいことに「弱者という職業」で、給付金をだまくらかしてか
すめ取り、人の税金でラクチンな暮らしをしてきたことを棚に上げて、悪役をこちらにば
かり押し付けるお前らとそれを助長してきた連中の、その態度が俺は許せないんだ」 
或いは「人類火星移住計画」に関しては、 
「俺はリバタリアン（自由至上主義者）なんかではなく「環境保護第一主義者」が本当の
姿だ。それで環境にやさしい EV（電気自動車）の開発に邁進したし、「成長戦略による＝
(地球破壊も同義語の)＝乱開発」の抑止と、人類が最早「衰退期」に入っているのだとす
れば、地球を存続させ、人類をも存続させるには「地球上の人口を減らす、又は減らすに
任せる」様、他星に移住した方がより合理的だろうと考えたんだが…」 
とか、 
或いは例の為政者が「高関税が一時的に痛みを伴う事は分かっている。しかし高関税後を
長い目で見れば、需要が落ちてインフレは鈍化、乱開発も制限される。彼が言う様に「人
類は既に衰退期に入っている」というのが正しいのであれば、減った人口（顧客）の獲得
合戦が始まってディスカウント競争、即ち、今後はインフレではなくデフレになって当た
り前だし、株式市場初め、産業界、各社、国家、一般ピーポーが今みんなこぞって喉から
手が出る程欲しがっている「高度成長」（及びそれが齎す恩恵）等なり得ない。又それを
追いかけては地球破壊が更に進む事にもなるから其れを目指すのは己が首を己で締る行為
に他ならぬ。 
むしろ今は「経済衰退（非成長）」こそ正しいのだ。故に敢えて強引に大ナタを振るって
いるんだ」という言い分が考えられる。ま、可成り善意の解釈ではあるんだが」 
「確かに其れだけ耳にしたら、「お前寝返ったな、今迄言っていた事を反故にして」って
言われても仕方ないわよねぇ…」 
「彼らの言を聞いていると今「成長戦略」こそ正しいって信じ込んで、疑問に思う事すら
省いてしまっている良識派やマスコミなんかの方が余程とんま「それに気付かず、悪いの
は、むしろ強欲な民（弱者）の方だ」って感じだもんなぁ…。本当の正義の味方は実は今
「悪役をやっている俺達だ」だって聞こえても仕方ないもんなぁ 
コレマタ以前、俺が言った大矛盾+本日の分を追加して纏まると、 
１．弱肉強食の方が地球破壊のスピードダウンに却って効果的とか、 
２．死んだら褒め言葉も悪態や非難轟轟も聞こえないので、言いたい放題し放題、遣った
もの勝ち、 
３．欲に眼が眩んでいるのは強者ではなく、むしろ弱者を隠れ蓑にした強欲な民の方だ、
なんて言うのが本当だったら… 
でも、本当に困っている人を見捨てるわけには行かないし…」 



「♬苦しめ、さらばナゾ、解けん♬じゃないの？難問好きな、お前さん」 
「それにしてもあの二人、初志を忘れたのか、いつの間にか王座の魅力に取りつかれちゃ
っているみたいだなぁ…人間は最後まで見ないと分らないもんだよなぁ。よくもなるし悪
くもなるからなぁ、途中から… 
今の二人の頭の中には民のかけらもないか、あったとしても完全な駒でしかないしなぁ…
兎に角、分っている事は、最後は俺達、無名の民がやるっきゃないってぇ事だぜ、ベイべ。
巨大な難問の解が見つかるまで、オイルじゃなくて難問を、掘って、掘って、掘りまくれ、
って事だぜ、ベイべ！！」 
「序だから、お前さん、アタイのナニにも飾穴開けてよ、お前さんのドリルで」 
「場合に依っちゃ。掘り出し物があるやもしれぬ。ドヒドヒ」 
 
(English expression ver.) 
“Difficult, difficult, OMG difficulty.” 
 
“Following is yesterday`s being continued one. Without misunderstanding, listen to me, 
would you!!” 
Below is not my agreement will for their saying but one of new checking way for their saying.  
They find the worth out for what, what kind of, while standing on it, from it what and how 
to be seen, especially, people to be seen, how? It`s simply, merely one of checking method 
which I`m standing on their view from perspective, so that on the way, stop disturbing by 
shouting, against, complaining. Above my behavior is not agreement with them but simply 
one of scientific methods. 
Former, in our living area, when I was a member of patrolling around, police station staff 
lectured to me, that if you want to guard your home from thief attacking, taking thief `s eye, 
standing on thief`s position of perspective. 
For example, bush fence which is surrounding house outside, and useful for shading inside, 
you might counting it, but according to thief`s perspective, it`s very thankful condition 
because easily can hide own from outside monitored risk. Standing on competitor`s position, 
perspective is better, and unknown resolution can get, the chance will happen, might be.” 
“Again, you put a “keep out belt” on around you?” 
“Ax, sorry, because it`s my trauma, from always got buried, bashed until now. So that 
natural reaction unconsciously!!” 
“Ok, ok, and nest, what?” 
“for example, that start-up owner sentiment might be that “under day light, under moon 
light, we have had worked through like a drill, work, work, work, at now can get huge assets. 
Vasa, versa, you, while carrying placard “occupation of called the weak”, no work, no effort, 



only waiting for service money provided. Bater, gang casting pasting to us, not to own and 
your supporters, it forces to me angry!!” 
Or concerning to “the plan of human beings moving to planet Mars. 
“I`m not “libertarian” but “Green man”. so that EV car R&D which is soft for environment,  
By strategy of growth, random development, which is the same as our planet destroying, and 
if human beings already has stepped into the term of decline, to save our planet, and to save 
human beings, moving to other planet might be better, I supposed.” 
Or, that politician explained that I know, once hi tariff imported tax hurts us. but after hi 
tariff, from long span view, demand down, inflation also speed down and random 
development also will get stopped. according to his saying “human beings already had 
stepped into term of decline”, if it`s right, reduced population, reduced customers will invite 
discount battel, will invite deflation for getting or keeping quantity of customers. Or stock 
market, or industrials, or gov-s, or general people eagerly want “story of growth”, thus never 
happen anymore. And if tracking after the story of growth, it easily invite our planet 
destroyed, then never!! Because own neck by own hands to fasten, the same. For avoiding it, 
me use big axe down!!” thus he might can explain. Well now, anyway so big lip service of 
mine!!” 
“Sure that only hearing of it, arounds will complain “You got betrayed!!”, is natural.” 
“While hearing of theirs, it sounds like “Perfectly without doubt, easily believe in “strategy 
of growth” is just final target” thus thoughts holding common sense group massive media 
guys more bad than us own, just we are good guys, looks like they want to insist of. 
On summarized, former I told unmatched items, + today`s additional new one, below, 
1, “weak the meat, strong the eat” system more can effectively save our planet, 1st 
unmatched, 
2, on the heaven, after death, no hearing of anything. Any praising words no reach, any 
damn words no reach. So that in this world, have done it first, the guy is winner. 
3. Shaded eyes by desire is not our side but placard carrying “occupation of named the weak” 
your general people side!!  
If above 3 items are all correct…  
But people who in true troubles, we should have to aid…” 
“Difficult, difficult, OMG difficulty lover, hey you Daring!?” 
“By the way, those 2 guys have forgotten first purpose, however, now got turned to be 
king`s seat lovers, looks like. at the time of human monitoring and final judging, at the end 
of all. On the way, human easily will have changed. 
Under current now inside brains of 2 them above, concerning to people zero, or as a tiny 
tips staying, looked like. 



Anyway, obvious matter is at the final, only us “no name general people” have done it!! 
that`s all, you know, Babe!! Huge difficult question, until to resolve it, not oil but huge 
difficult question, drill, drill, drill it up, Babe!!” 
“Additionally as it`s a good chance, drill my hole up, by your coc●, hey you Daring!!(wink)”  
“In the some of cases, I can might get big hit!! lol, lol!!” 
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